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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　油性基材と界面活性剤とを含む油性原液と、液化ガスと、を含む発泡性エアゾール組成
物であり、
　前記油性基材は、前記油性原液中に、７０～９８質量％含まれ、
　前記液化ガスは、ハイドロフルオロオレフィンであり、発泡性エアゾール組成物中に、
１０～４０質量％含まれる、発泡性エアゾール組成物。
【請求項２】
　前記油性基材は、エステル油および油脂のうち少なくともいずれか一方を含む、請求項
１記載の発泡性エアゾール組成物。
【請求項３】
　前記ハイドロフルオロオレフィンは、エアゾール組成物中に、１０～３５質量％含まれ
る、請求項１または２記載の発泡性エアゾール組成物。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発泡性エアゾール組成物に関する。より詳細には、本発明は、油性基材を多
量に含んでいるにもかかわらず、優れた弾力性を有し、泡持ちが良く、火気に対する安全
性が高いフォームを形成することのできる発泡性エアゾール組成物に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　従来、引火性の低減されたフォームを形成するエアゾール組成物が開発されている。特
許文献１には、原液が液状油脂類よりなる引火性成分を含有し、噴射剤がトランス－１，
３，３，３－テトラフルオロプロペン（ハイドロフルオロオレフィン）よりなり、当該噴
射剤のエアゾール組成物１００質量％における含有割合が５～４０質量％であるエアゾー
ル組成物が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－２２９３４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載のエアゾール組成物は、たとえば処方５および処方６として、それぞ
れハイドロフルオロオレフィンを含有するフォーム用エアゾール組成物が開示されている
。しかしながら、これらフォーム用エアゾール組成物は、原液中に含まれる精製水の量が
多く、液状油脂類が少ない。また、特許文献１に記載のエアゾール組成物は、泡立ちが不
充分であり、消泡して流れ落ちやすい。さらに、得られる泡は、充分な弾力を有していな
い。
【０００５】
　本発明は、このような従来の課題に鑑みてなされたものであり、油性基材を多く含んで
いるにもかかわらず、優れた弾力性を有し、泡持ちが良く、火気に対する安全性が高いフ
ォームを形成することのできる発泡性エアゾール組成物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決する本発明の吐出製品には、以下の構成が主に含まれる。
【０００７】
　（１）油性基材と界面活性剤とを含む油性原液と、液化ガスと、を含む発泡性エアゾー
ル組成物であり、前記油性基材は、前記油性原液中に、７０～９８質量％含まれ、前記液
化ガスは、ハイドロフルオロオレフィンであり、発泡性エアゾール組成物中に、５～５０
質量％含まれる、発泡性エアゾール組成物。
【０００８】
　このような構成によれば、本発明の発泡性エアゾール組成物は、油性基材を油性原液中
に７０～９８質量％含み、ハイドロフルオロオレフィンを５～５０質量％含んでいるため
、得られる吐出物は、ハイドロフルオロオレフィンが気化することによってきめ細かいフ
ォームとなる。また、このようなフォームは、優れた弾力性を有し、かつ、泡持ちが良く
流れ落ちにくい。また、このようなフォームは、火気に対して安全性が高い。
【０００９】
　（２）前記油性基材は、エステル油および油脂のうち少なくともいずれか一方を含む、
（１）記載の発泡性エアゾール組成物。
【００１０】
　このような構成によれば、得られる吐出物は、フォーム状となりやすい。
【００１１】
　（３）前記ハイドロフルオロオレフィンは、エアゾール組成物中に、１０～３５質量％
含まれる、（１）または（２）記載の発泡性エアゾール組成物。
【００１２】
　このような構成によれば、得られる吐出物は、より優れた弾力性を有するフォームとな
りやすい。
【発明の効果】
【００１３】
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　本発明によれば、油性基材を多く含んでいるにもかかわらず、優れた弾力性を有し、泡
持ちが良く、火気に対する安全性が高いフォームを形成することのできる発泡性エアゾー
ル組成物を提供することができる。
【００１４】
＜発泡性エアゾール組成物＞
　本発明の一実施形態の発泡性エアゾール組成物（以下、エアゾール組成物ともいう）は
、油性原液と、液化ガスと、を含む。以下、それぞれの構成について説明する。
【００１５】
（油性原液）
　油性原液は、本実施形態のエアゾール組成物を構成する油性成分であり、油性基材と界
面活性剤とを主に含む。
【００１６】
・油性基材
　油性基材は、油性原液の主たる成分であり、吐出されることによりフォームの液膜を構
成し、皮膚に潤いや艶を与える、クレンジング効果を得る等の目的で配合される。
【００１７】
　油性基材としては、エステル油、油脂、炭化水素油、シリコーンオイル、液状の高級脂
肪酸、液状の高級アルコール等の、２５℃において液状である液状油が例示される。これ
らの中でも、油性基材は、得られる吐出物が発泡してフォームを形成しやすい点から、エ
ステル油および油脂のうち少なくともいずれか一方を含んでいることが好ましい。これら
は併用されてもよい。
【００１８】
　エステル油としては、ミリスチン酸イソプロピル、ミリスチン酸ミリスチル、オレイン
酸デシル、ラウリン酸イソステアリル、ミリスチン酸イソセチル、ミリスチン酸イソステ
アリル、ミリスチン酸オクチルドデシル、パルミチン酸オクチル、ステアリン酸オクチル
、オレイン酸オクチルドデシル、イソステアリン酸エチル、イソオクタン酸セチル、ジオ
クタン酸エチレングリコール、ジオレイン酸エチレングリコール、ジカプリル酸プロピレ
ングリコール、ジオレイン酸プロピレングリコール、トリカプリル酸グリセリル、トリ（
カプリル・カプリン酸）グリセリル、トリイソステアリン酸グリセリル、トリ２－エチル
へキサン酸トリメチロールプロパン、ネオペンタン酸オクチルドデシル、ジメチルオクタ
ン酸ヘキシルデシル、乳酸セチル、クエン酸トリエチル、コハク酸ジオクチル、アジピン
酸ジイソプロピル、コハク酸ジエトキシエチル等が例示される。
【００１９】
　油脂としては、アボカド油、ツバキ油、タートル油、マカデミアナッツ油、トウモロコ
シ油、ミンク油、オリーブ油、ナタネ油、ゴマ油、ヒマシ油、アマニ油、サフラワー油、
ホホバ油、麦芽油、ヤシ油、パーム油等が例示される。
【００２０】
　炭化水素油としては、ケロシン、流動パラフィン、スクワレン、スクワラン、イソパラ
フィン等が例示される。
【００２１】
　シリコーンオイルとしては、メチルポリシロキサン、メチルフェニルポリシロキサン、
メチルハイドロジェンポリシロキサン、メチルポリシクロシロキサン等が例示される。
【００２２】
　液状の高級脂肪酸としては、オレイン酸、イソステアリン酸、リノール酸、リノレイン
酸等が例示される。
【００２３】
　液状の高級アルコールとしては、オレイルアルコール、イソステアリルアルコール等が
例示される。
【００２４】
　なお、得られるフォームを硬くし、保形性を高める点から、液状油には、固形の高級脂
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肪酸、固形の高級アルコール、ロウ等の２５℃において固形である固形油が含まれてもよ
い。固形油が用いられる場合、固形油は、液状油に溶解させて液状にしてから用いられる
ことが好ましい。
【００２５】
　高級脂肪酸としては、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、ベヘ
ニン酸等が例示される。
【００２６】
　高級アルコールとしては、ラウリルアルコール、セチルアルコール、ステアリルアルコ
ール、ベヘニルアルコール、ミリスチルアルコールなどの直鎖アルコール、ラノリンアル
コール、ヘキシルドデカノール、セトステアリルアルコール、オクチルドデカノールなど
の分枝鎖アルコール等が例示される。
【００２７】
　ロウとしては、ミツロウ、ラノリン、カンデリラロウ、カルナウバロウ等が例示される
。
【００２８】
　油性基材の含有量は、油性原液中、７０質量％以上であればよく、７５質量％以上であ
ることが好ましい。また、油性基材の含有量は、油性原液中、９８質量％以下であればよ
く、９５質量％以下であることが好ましい。油性基材の含有量が７０質量％未満である場
合、吐出物の発泡性が低下しやすく、フォームが形成されにくい傾向がある。一方、油性
基材の含有量が９８質量％を超える場合、油性原液は、他の成分を含有しにくくなる傾向
がある。
【００２９】
・界面活性剤
　界面活性剤は、油性基剤を発泡させてフォームを形成するためや、洗浄成分（有効成分
）等として配合される。
【００３０】
　界面活性剤としては、ノニオン性界面活性剤、アニオン性界面活性剤、両性界面活性剤
、カチオン性界面活性剤、シリコーン系界面活性剤、アミノ酸系界面活性剤等が例示され
る。
【００３１】
　ノニオン性界面活性剤としては、モノオレイン酸ジグリセリル、モノステアリン酸ジグ
リセリル、モノラウリン酸ジグリセリル、モノカプリン酸ジグリセリル、モノラウリン酸
ヘキサグリセリル、モノミリスチン酸ヘキサグリセリル、モノラウリン酸ペンタグリセリ
ル、モノミリスチン酸ペンタグリセリル、モノオレイン酸ペンタグリセリル、モノステア
リン酸ペンタグリセリル、ヘキサステアリン酸ペンタグリセリル、トリミリスチン酸ペン
タグリセリル、トリオレイン酸ペンタグリセリル、モノラウリン酸デカグルセリル、モノ
ミリスチン酸デカグリセリル、モノステアリン酸デカグリセリル、モノイソステアリン酸
デカグリセリル、モノオレイン酸デカグリセリル、モノリノール酸デカグリセリル、ペン
タステアリン酸デカグリセリル、ペンタオレイン酸デカグリセリルなどのポリグリセリン
脂肪酸エステル；ＰＯＥ・ＰＯＰセチルエーテル、ＰＯＥ・ＰＯＰデシルテトラデシルエ
ーテルなどのポリオキシエチレンポリオキシプロピレンアルキルエーテル；ＰＯＥセチル
エーテル、ＰＯＥステアリルエーテル、ＰＯＥオレイルエーテル、ＰＯＥラウリルエーテ
ル、ＰＯＥベヘニルエーテル、ＰＯＥオクチルドデシルエーテル、ＰＯＥイソセチルエー
テル、ＰＯＥイソステアリルエーテルなどのポリオキシエチレンアルキルエーテル；モノ
ラウリン酸ポリエチレングリコール、モノステアリン酸ポリエチレングリコールなどのポ
リエチレングリコール脂肪酸エステル；ＰＯＥ硬化ヒマシ油などのポリオキシエチレン硬
化ヒマシ油；モノステアリン酸ＰＯＥグリセリル、モノオレイン酸ＰＯＥグリセリルなど
のポリオキシエチレングリセリン脂肪酸エステル；ステアリン酸ＰＯＥセチルエーテル、
イソステアリン酸ＰＯＥラウリルエーテルなどのポリオキシエチレンアルキルエーテル脂
肪酸エステル；モノヤシ油脂肪酸ＰＯＥソルビタン、モノステアリン酸ＰＯＥソルビタン
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、モノオレイン酸ＰＯＥソルビタンなどのポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル
；モノラウリン酸ＰＯＥソルビット、テトラステアリン酸ＰＯＥソルビット、テトラオレ
イン酸ＰＯＥソルビットなどのポリオキシエチレンソルビット脂肪酸エステル；ＰＯＥラ
ノリンアルコールなどのポリオキシエチレンラノリンアルコール；ヤシ油脂肪酸Ｎ－メチ
ルエタノールアミドなどのアルキルアルカノールアミドなどのアルキルアルカノール型；
等が例示される。これらの中でも、ノニオン性界面活性剤は、特に油性基剤を発泡させや
すい点から、ポリグリセリン脂肪酸エステルであることが好ましい。
【００３２】
　アニオン性界面活性剤としては、ヤシ油脂肪酸カリウム、ミリスチン酸カリウム、ラウ
リン酸カリウムなどの脂肪酸石鹸；ラウリル硫酸カリウム、ラウリル硫酸ナトリウム、ラ
ウリル硫酸トリエタノールアミン、ミリスチル硫酸ナトリウムなどのアルキル硫酸塩；ポ
リオキシエチレンラウリルエーテル硫酸ナトリウム、ポリオキシエチレンラウリルエーテ
ル硫酸トリエタノールアミンなどのポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸塩；ラウリ
ルリン酸などのアルキルリン酸塩；ポリオキシエチレンラウリルエーテルリン酸などのポ
リオキシエチレンアルキルエーテルリン酸塩；アシルメチルタウリン酸；ラウリルスルホ
酢酸ナトリウムなどのスルホン酸塩；等が例示される。
【００３３】
　両性界面活性剤としては、ラウリルジメチルアミノ酢酸ベタイン（ラウリルベタイン）
、ステアリルベタイン、ラウリン酸アミドプロピルベタイン、ラウリルヒドロキシスルホ
ベタイン、ステアリルジメチルアミノ酢酸ベタイン、ドデシルアミノメチルジメチルスル
ホプロピルベタイン、オクタデシルアミノメチルジメチルスルホプロピルベタインなどの
アルキルベタイン、ヤシ酸アミドプロピルベタイン、ヤシ油脂肪酸アミドプロピルジメチ
ルアミノ酢酸ベタイン（コカミドプロピルベタイン）、コカミドプロピルヒドロキシスル
タインなどの脂肪酸アミドプロピルベタインなどのベタイン型；２－アルキル－Ｎ－カル
ボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタインなどのアルキルイミダゾ
ール型；ラウリルジメチルアミンＮ－オキシド、オレイルジメチルアミンＮ－オキシドな
どのアミンオキシド型；等が例示される。
【００３４】
　カチオン性界面活性剤としては、塩化セチルトリメチルアンモニウム、塩化ステアリル
トリメチルアンモニウム、塩化ベヘニルトリメチルアンモニウム、塩化ラウリルトリメチ
ルアンモニウムなどのアルキルアンモニウム塩；アルキルベンジルアンモニウム塩；ステ
アリルアミンアセテート；ポリオキシエチレンラウリルアミン、ポリオキシエチレンステ
アリルアミンなどのポリオキシエチレンアルキルアミン；等が例示される。
【００３５】
　シリコーン系界面活性剤としては、ポリオキシエチレン・メチルポリシロキサン共重合
体、ポリオキシプロピレン・メチルポリシロキサン共重合体、ポリ（オキシエチレン・オ
キシプロピレン）・メチルポリシロキサン共重合体等が例示される。
【００３６】
　アミノ酸系界面活性剤としては、Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル－Ｌ－グルタミン酸トリエタ
ノールアミン、Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル－Ｌ－グルタミン酸カリウム、Ｎ－ヤシ油脂肪酸
アシル－Ｌ－グルタミン酸ナトリウム、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グルタミン酸トリエタノー
ルアミン、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グルタミン酸カリウム、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グルタミ
ン酸ナトリウム、Ｎ－ミリストイル－Ｌ－グルタミン酸カリウム、Ｎ－ミリストイル－Ｌ
－グルタミン酸ナトリウムおよびＮ－ステアロイル－Ｌ－グルタミン酸ナトリウムなどの
Ｎ－アシルグルタミン酸塩；Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル－Ｌ－グルタミン酸、Ｎ－ラウロイ
ル－Ｌ－グルタミン酸、Ｎ－ステアロイル－Ｌ－グルタミン酸などのＮ－アシルグルタミ
ン酸；Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシルグリシンカリウム、Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシルグリシンナト
リウムなどのＮ－アシルグリシン塩；Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル－ＤＬ－アラニントリエタ
ノールアミンなどのＮ－アシルアラニン塩；等が例示される。
【００３７】
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　界面活性剤の含有量は、油性原液中、１質量％以上であることが好ましく、２質量％以
上であることがより好ましい。また、界面活性剤の含有量は、油性原液中、２０質量％以
下であることが好ましく、１５質量％以下であることがより好ましい。界面活性剤の含有
量が１質量％未満である場合、吐出物が発泡しにくくなる傾向がある。一方、界面活性剤
の含有量が２０質量％を超える場合、吐出物が吐出面に残りやすく、使用感が低下する傾
向がある。
【００３８】
・任意成分
　油性原液は、上記した油性基材および界面活性剤のほかに、エアゾール組成物を充填し
たエアゾール製品の性能や目的に応じて、製品の性能や目的などに応じて、有効成分、水
、アルコール、粉体等の任意成分が含まれてもよい。
【００３９】
　有効成分としては、パラメトキシケイ皮酸エチルヘキシル、パラメトキシケイ皮酸イソ
プロピル、パラメトキシケイ皮酸オクチル、ジメトキシベンジリデンジオキソイミダゾリ
ジンプロピオン酸オクチル、ジエチルアミノヒドロキシベンゾイル安息香酸ヘキシル、ｔ
－ブチルメトキシジベンゾイルメタン、エチルヘキシルトリアゾン、オクトクレリン、オ
キシベンゾン、ヒドロキシベンゾフェノンスルホン酸、ジヒドロキシベンゾフェノンスル
ホン酸ナトリウム、ジヒドロキシベンゾフェノン、パラアミノ安息香酸などの紫外線吸収
剤；Ｎ，Ｎ－ジエチル－ｍ－トルアミド（ディート）、カプリル酸ジエチルアミド、ハー
ブエキスなどの害虫忌避剤；α－トコフェロール、ジブチルヒドロキシトルエンなどの酸
化防止剤；レチノール、ｄｌ－α－トコフェロールなどのビタミン類；アラントイン、グ
リチルレチン酸、グリチルリチン酸ジカリウム、アズレンなどの抗炎症剤；ｌ－メントー
ル、カンフル、ミントオイルなどの清涼剤；緑茶エキス、柿タンニン、銀、ポリフェノー
ルなどの消臭成分；パラオキシ安息香酸エステル、安息香酸ナトリウム、ソルビン酸カリ
ウム、フェノキシエタノール、塩化ベンザルコニウム、塩化ベンゼトニウム、塩化クロル
ヘキシジン、感光素、パラクロルメタクレゾールなどの殺菌消毒剤；香料；等が例示され
る。
【００４０】
　有効成分が含まれる場合の含有量は、油性原液中、０．０１質量％以上であることが好
ましく、０．１質量％以上であることがより好ましい。また、有効成分の含有量は、２０
質量％以下であることが好ましく、１５質量％以下であることがより好ましい。有効成分
の含有量が０．０１質量％未満である場合、有効成分を配合することによる効果が得られ
にくい傾向がある。また、有効成分の含有量が２０質量％を超える場合、有効成分によっ
ては人体に悪影響を与える可能性がある。
【００４１】
　本実施形態の発泡性エアゾール組成物は、水を添加しないことが好ましい。しかしなが
ら、水は、油性基材に溶解しない有効成分を配合する場合には、そのような有効成分の溶
媒として適宜配合されてもよい。水は、精製水、イオン交換水、海洋深層水等が例示され
る。
【００４２】
　水が含まれる場合の含有量は、油性原液中、０．１質量％以上であることが好ましく、
０．５質量％以上であることがより好ましい。また、水の含有量は、油性原液中、２０質
量％以下であることが好ましく、１０質量％以下であることがより好ましい。水の含有量
が０．１質量％未満である場合、水を配合する効果が得られにくい傾向がある。一方、水
の含有量が２０質量％を超える場合、吐出物の発泡性が低下する傾向がある。
【００４３】
　アルコール類は、油性基材や水に溶解しにくい有効成分の溶媒として適宜配合される。
また、アルコール類は、吐出物の発泡状態を調節する等の目的で適宜配合される。アルコ
ール類としては、エタノール、イソプロパノールなどの１価アルコールや、プロピレング
リコール、１，３－ブチレングリコール、ヘキシレングリコールなどの２価アルコール、
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グリセリンなどの３価アルコール等が例示される。
【００４４】
　アルコール類が含まれる場合の含有量は、油性原液中、０．１質量％以上であることが
好ましく、０．５質量％以上であることがより好ましい。また、アルコール類の含有量は
、２０質量％以下であることが好ましく、１０質量％以下であることがより好ましい。ア
ルコール類の含有量が０．１質量％未満である場合、アルコール類を配合する効果が得ら
れにくい傾向がある。一方、アルコール類の含有量が２０質量％を超える場合、吐出物は
発泡しにくくなる傾向がある。
【００４５】
　粉体は、使用感を向上させる、汚れを落としやすくする等の目的で適宜配合される。粉
体としては、タルク、カオリン、雲母、炭酸マグネシウム、炭酸カルシウム、ケイ酸亜鉛
、ケイ酸マグネシウム、ケイ酸アルミニウム、ケイ酸カルシウム、シリカ、ゼオライト、
セラミックパウダー、炭粉末、ナイロンパウダー、シルクパウダー、ウレタンパウダー、
シリコーンパウダー、ポリエチレンパウダー等が例示される。
【００４６】
　粉体が含まれる場合の含有量は、油性原液中、０．０５質量％以上であることが好まし
く、０．１質量％以上であることがより好ましい。また、粉体の含有量は、５質量％以下
であることが好ましく、３質量％以下であることがより好ましい。粉体の含有量が０．０
５質量％未満である場合、粉体を配合する効果が得られにくい傾向がある。一方、粉体の
含有量が５質量％を超える場合、粉体は、エアゾール容器内で沈降して固まりやすく、エ
アゾール組成物が吐出されにくくなったり、吐出物の組成が不均一となる傾向がある。
【００４７】
　油性原液の調製方法は特に限定されない。一例を挙げると、油性原液は、油性基材およ
び界面活性剤に、適宜の任意成分を添加して混合し、これらを溶解または分散させること
によって調製することができる。
【００４８】
　油性原液の含有量は、エアゾール組成物中、５０質量％以上であることが好ましく、６
０質量％以上であることがより好ましく、６５質量％以上であることがさらに好ましい。
また、油性原液の含有量は、エアゾール組成物中、９５質量％以下であることが好ましく
、９０質量％以下であることがより好ましく、８５質量％以下であることがさらに好まし
い。油性原液の含有量が５０質量％未満である場合、フォームを構成する泡が破泡しやす
く、フォーム状の吐出物が維持されにくい傾向がある。一方、油性原液の含有量が９５質
量％を超える場合、吐出物がフォーム状に発泡しにくくなる傾向がある。
【００４９】
（液化ガス）
　液化ガスは、エアゾール容器内では加圧された液体であり、吐出されることにより気化
して油性原液をフォーム状に膨張させるために配合される。本実施形態の液化ガスは、ハ
イドロフルオロオレフィンを主に含む。
【００５０】
　ハイドロフルオロオレフィンとしては、トランス－１，３，３，３－テトラフルオロプ
ロパ－１－エン、トランス－２，３，３，３－テトラフルオロプロパ－１－エン等が例示
される。
【００５１】
　ハイドロフルオロオレフィンの含有量は、エアゾール組成物中、５質量％以上であれば
よく、１０質量％以上であることが好ましく、１５質量％以上であることがより好ましい
。また、ハイドロフルオロオレフィンの含有量は、エアゾール組成物中、５０質量％以下
であればよく、４０質量％以下であることが好ましく、３５質量％以下であることがより
好ましい。ハイドロフルオロオレフィンの含有量が５質量％未満である場合、吐出物は充
分に発泡されない傾向がある。一方、ハイドロフルオロオレフィンの含有量が５０質量％
を超える場合、得られる吐出物は、飛び散りやすく、破泡しやすく、フォーム状の吐出物
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場合、得られる吐出物は、火気に対して安全性が高く、かつ、きめ細かいフォームを形成
しやすい。特に、ハイドロフルオロオレフィンの含有量が１０～３５質量％である場合、
得られる吐出物は、より優れた弾力性を有するフォームとなりやすい。
【００５２】
　なお、本実施形態のエアゾール組成物は、効果の損なわれない範囲において、噴射剤と
して他の液化ガスや圧縮ガスが配合されてもよい。このような噴射剤としては、プロパン
、イソブタン、ノルマルブタン、およびこれらの混合物である液化石油ガス、ジメチルエ
ーテル等の液化ガス；亜酸化窒素ガス、炭酸ガス、窒素ガス、圧縮空気、酸素ガス等の圧
縮ガスが例示される。
【００５３】
　本実施形態のエアゾール組成物の製造方法は特に限定されない。一例を挙げると、エア
ゾール組成物は、上記油性原液を容器内に充填し、容器にエアゾールバルブを取り付けて
密封し、エアゾールバルブから液化ガスを充填することにより製造し得る。
【００５４】
　以上、本実施形態のエアゾール組成物は、油性基材を油性原液中に７０～９８質量％含
んでいても、ハイドロフルオロオレフィンが５～５０質量％含まれているため、得られる
吐出物は、ハイドロフルオロオレフィンが気化することによってきめ細かいフォームとな
る。また、このようなフォームは、優れた弾力性を有し、かつ、泡持ちが良く流れ落ちに
くい。また、このようなフォームは、火気に対して安全性が高い。
【実施例】
【００５５】
　以下、実施例により本発明をより具体的に説明する。本発明は、これら実施例に何ら限
定されない。
【００５６】
（実施例１）
　以下の処方にしたがって、油性原液１を調製した。得られた油性原液１をアルミニウム
製耐圧容器に充填し、エアゾールバルブを取り付けた。次いで、表１の配合割合（質量％
）となるよう、ハイドロフルオロオレフィン（トランス－１，３，３，３－テトラフルオ
ロプロパ－１－エン）を加圧充填し、発泡性エアゾール組成物を調製した。また、エアゾ
ールバルブに噴射部材を取り付け、エアゾール製品を作製した。エアゾールバルブとして
は、ステム孔がφ０．５、ハウジング（ベーパータップ孔無、アンダータップ孔φ１．５
）を使用し、噴射部材として噴射孔の断面積が５．７ｍｍ2であるものを使用した。
＜油性原液１＞
モノラウリン酸ジグリセリル　　　　　　　　　　　３．０
モノオレイン酸ジグリセリル　　　　　　　　　　　３．０
トリ（カプリル／カプリン酸）グリセリル　　　　３４．０
オリーブオイル　　　　　　　　　　　　　　　　６０．０　　　　　
合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０（質量％）
【００５７】
（実施例２～９）
　表１に記載の配合割合に変更した以外は、実施例１と同様の方法によりエアゾール製品
を作製した。
【００５８】
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【表１】

（＊１）トランス－１，３，３，３－テトラフルオロプロパ－１－エン
（＊２）ノルマルブタンとイソブタンとプロパンの混合物（２５℃での蒸気圧が０．５Ｍ
Ｐａ）
【００５９】
（比較例１）
　以下の処方にしたがって調製した油性原液２を用いた以外は、実施例１と同様の方法に
より、エアゾール製品を作製した。
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＜油性原液２＞
モノラウリン酸ジグリセリル　　　　　　　　　　　３．０
モノオレイン酸ジグリセリル　　　　　　　　　　　３．０
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０．０
トリ（カプリル／カプリン酸）グリセリル　　　　２０．０
オリーブオイル　　　　　　　　　　　　　　　　４４．０　　　　　
合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０（質量％）
【００６０】
（比較例２～４）
　表１に記載の配合割合に変更した以外は、実施例１と同様の方法によりエアゾール製品
を作製した。
【００６１】
【表２】

【００６２】
　実施例１～９、比較例１～４において得られたエアゾール製品について、以下の評価方
法にしたがって、発泡性、泡の硬さ、火炎の高さ、燃焼時間について評価した。結果を表
３および表４に示す。
【００６３】
＜発泡性＞
　エアゾール容器を２５℃の恒温水槽中に１時間浸漬し、その後、吐出し、吐出物の発泡
性を以下の評価基準にしたがって評価した。
（評価基準）
　　◎　：吐出物は、弾力性があり、しっかりとした泡を形成し、泡の状態を維持した。
　　○　：吐出物は、発泡して泡の状態を維持した。
　　△　：吐出物は、発泡したが粗い泡になった。
　　×１：吐出物は、ほとんど発泡せず、液状であった。
　　×２：吐出物は、発泡したが、粗い泡になり飛び散った。
【００６４】
＜泡の硬さ＞
　容積２０ｍｌのカップにエアゾール組成物を吐出し、容器からはみ出した分の吐出物を
すりきった後に、直径１０ｍｍの円板で１００ｍｍ／ｍｉｎの速さで１０ｍｍ押し下げた
際に吐出物から受ける最大の荷重を測定し、泡の硬さとした。
【００６５】
＜火炎の高さ＞
　吐出物に裸火を接触させ、着火した炎の高さを測定した。
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　なお、着火しなかった場合は０ｃｍとした。
【００６６】
＜燃焼時間＞
　吐出物に裸火を接触させ、着火してから炎が消えるまでの時間を測定した。
　なお、着火しなかった場合は０秒とした。
【００６７】
【表３】

【００６８】
【表４】

【００６９】
　表３に示されるように、本発明の実施例１～９のエアゾール製品は、発泡し、少なくと
も泡の状態が維持される程度の優れた弾力性を有するフォームが形成された。このような
エアゾール製品は、着火されにくく、燃焼しにくかった。
【００７０】
　一方、表４に示されるように、油性原液中の油性基材の含有量が少なかった比較例１の
エアゾール製品や、ハイドロフルオロオレフィンの含有量が少なかった比較例２のエアゾ
ール組成物は、ほとんど発泡せずに液状であった。また、ハイドロフルオロオレフィンの
量の多かった比較例３のエアゾール組成物は、発泡したが粗い泡となり、飛び散った。さ
らに、ハイドロフルオロオレフィンを含んでいない比較例４のエアゾール製品は、着火し
た際の火炎の高さも高く、燃焼時間も長くなった。
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